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【手続補正書】
【提出日】平成28年3月25日(2016.3.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　バイオフィルム関連疾患を治療、軽減および／または防止するための、ａ）オステオポ
ンチン（ＯＰＮ）と、ｂ）カルシウムおよび／またはストロンチウムを含む第１の粒子と
を含むことを特徴とするナノ粒子凝集体。
【請求項２】
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　請求項１に記載のナノ粒子凝集体において、前記バイオフィルム関連疾患が細菌感染症
を含むことを特徴とするナノ粒子凝集体。
【請求項３】
　請求項１または２に記載のナノ粒子凝集体において、前記バイオフィルム関連疾患が口
腔疾患であることを特徴とするナノ粒子凝集体。
【請求項４】
　請求項３に記載のナノ粒子凝集体において、前記バイオフィルム関連疾患がう歯、歯肉
炎、または歯周炎であることを特徴とするナノ粒子凝集体。
【請求項５】
　請求項１または２に記載のナノ粒子凝集体において、前記バイオフィルム関連疾患が、
細菌性心内膜炎、慢性創傷感染症、インプラント感染症、中耳炎、嚢胞性線維症、および
これらの組み合わせからなる群から選択される疾患であることを特徴とするナノ粒子凝集
体。
【請求項６】
　請求項１に記載のナノ粒子凝集体において、細菌感染症、例えば細菌性創傷感染症を治
療、軽減および／または防止するためのものであることを特徴とするナノ粒子凝集体。
【請求項７】
　微生物バイオフィルムの増殖を低減もしくは防止するため、または微生物バイオフィル
ムを除去するための、ａ）ＯＰＮと、ｂ）カルシウムおよび／またはストロンチウムを含
む第１の粒子とを含むことを特徴とするナノ粒子凝集体。
【請求項８】
　請求項７に記載のナノ粒子凝集体において、前記バイオフィルムが歯垢であることを特
徴とするナノ粒子凝集体。
【請求項９】
　請求項１乃至８の何れか一項に記載のナノ粒子凝集体において、前記バイオフィルムが
、細胞１個当たり少なくとも５０個のＯＰＮ分子のＯＰＮ結合能力を有する細菌を含有す
ることを特徴とするナノ粒子凝集体。
【請求項１０】
　請求項１乃至９の何れか一項に記載のナノ粒子凝集体において、前記第１の粒子がカル
シウムを含むことを特徴とするナノ粒子凝集体。
【請求項１１】
　請求項１乃至１０の何れか一項に記載のナノ粒子凝集体において、前記第１の粒子がカ
ルシウムおよび／またはストロンチウムの無機塩を含むことを特徴とするナノ粒子凝集体
。
【請求項１２】
　請求項１０に記載のナノ粒子凝集体において、前記無機塩がリン酸塩種、硫酸塩、およ
び／または炭酸塩を含むことを特徴とするナノ粒子凝集体。
【請求項１３】
　請求項１乃至１２の何れか一項に記載のナノ粒子凝集体において、前記第１の粒子が少
なくとも５０％（ｗ／ｗ）のリン酸カルシウムを含むことを特徴とするナノ粒子凝集体。
【請求項１４】
　請求項１乃至１３の何れか一項に記載のナノ粒子凝集体において、前記第１の粒子がナ
ノ粒子であることを特徴とするナノ粒子凝集体。
【請求項１５】
　請求項１乃至１４の何れか一項に記載のナノ粒子凝集体において、最大で５ミクロンの
流体力学的半径を有することを特徴とするナノ粒子凝集体。
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